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論 文 の 内 容 の 要 旨

本論文はレシチンの有効利用に関するものである｡

大豆レシチン(大豆リン脂質混合物)は潜在的生産可能圭が大きいにもかかわらず

実際の需要は少なく､未利用資源の一つである｡その有効活用には､種々の加工を施

して新たな機能を付加して高付加価値化することが必要である｡そのための方法とし

て phospholipase D(PLD)によるホスファチジル基転移反応が有力である｡なぜな

ら､リン脂質の親水性基を種々の化合物に変換することで､天然物としては存在しな

い新規なリン脂質誘導体とし､もとのリン脂質とは別の機能を付与できる可能性があ

るからである｡本研究は､リン脂質の酵素変換に使用し得るような高いホスファチジ

ル基転移活性を有する PLD を探索し､新規な機能を持っリン脂質誘導体の合成を試

みたものである｡

PLD によるリン脂質の酵素変換の研究を行うに際して､探索研究に使用する酵素の

給源として土壌微生物を考え､スクリーニングを行った｡すなわち大豆レシチンを炭
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素源とする制限培地を用いて､各地の土壌から 831株の微生物を得た｡これらの中か

ら､PLD の加水分解活性とホスファチジル基転移活性を指標として､29株菌が選別さ

れた｡そのうちの2菌株の培養液は高いホスファチジル基転移活性を示し､かつ PLD

生産菌としては未報告であると思われた｡歯学的詩性質を検討した結果､2種の微生

物は Streptomyces 1ydicus および Streptomyces
antibioticus であると同定され

た0 この 2つの放線菌の培養液から､各種のクロマトグラフィー等の手段により PLD

の精製を行った｡それぞれの酵素を電気泳動的に単一なまでに精製し､分子圭､等電

点を測定した｡さらに至適pH､至適温度および種々の物質が活性に与える影響を検

討した｡次に精製された酵素について､ホスファチジル基転移反応に関するいくつか

の性質を調べた｡続いてホスファチジル基転移反応の良いアクセプターであることが

確かめられた化合物について反応を行い､その性質を検討した｡糖やethyleneglyc-

01類のホスファチジル化物は高い両親媒性を持つことが予想されたので､その乳化

特性をその他のリン脂質と比較した｡合成したものは､phosphatidYlethyleneglyc-

01.phosphatidyldiethyleneglycol,phosphatidYltriethyleneglycol.phosphati-

dylglucose.phosphatidyletanolamine.phosphatidylglycerolおよび phosphati-

dylserine である｡各種溶媒に対する溶解性は､全試料ともクロロホルムに可溶､水

および大豆自校油に不溶であった｡ケロシンにほ phosphatidylethanolamine,phos-

phatidylserine,phosphatidylglucose が不溶であった｡各試料のエマルジョンの乳

化型は､phosphatidylserinel.0%濃度のとき W/0 型であったが､他はすべて 0/W

型であった｡静置法によるエマルジョンの安定性は phosphatidylethyleneglycol.

phosphatidyldiethyleneglycol,phosphatidyltriethyleneglycol,および phospha-

tidylserine のエマルジョンが､天然物である phosphatidylcholine の場合に比較

して分離率､分離速度ともに小さく､安定であった｡遠心分離法によるエマルジョン

の安定性は､phosphatidylserine の場合を除きリン脂質誘導体濃度の影響を受けに

くかった｡また phosphatidylethyleneglycol,phosphatidyltriethylenegly-COl,

および phosphatidylglucose の油層分離率が低く､安定であった｡界面張力は各試

料とも時間の経過に従い徐々に低下し､phosphatidylethyleneglycol.phosphatidy-

1triethyleneglycolが比較的低い値を示した｡

酵素阻害など生理活性を持つ化合物のホスファチジル化の例として､kojic acid

をアクセプターとする反応を行った｡合成した phosphatidylated kojiacid はミト

コンドリア膜を膨潤させ､生体膜に親和性を持つことが示された｡そこで pbospba-
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tidylated kojic acidの抗菌試験を行った0
Escherichia coliに対して kojic

acidよりも強い抗菌性を示したoまたkojic acidはtyrosinaseを阻害するが､

phosphatidylated kojic acidも阻害活性を保持していたo
kojic acidのtyrosi-

na§Q阻害ほ､徴集栢朋陀欄と担いションによるものとされることから､

phosphatidylatedkojicacidは油脂の酸化を促超する微塵金属に対して不癌化する

作用を持つと考え､酎ヒ試験を行ったところ､長鎖脂肪酸のホスファチジル基を持つ

phosphatidylated kojicacidが油脂中で抗酸化性を示した0

以上のように､PLDのホスファチジル基転移反応により､新規な械能を持つリン脂

質誘導体の合成が可能になり､大豆レシチンの有効利用の可能性の一つが示された0

宇 土 結 果 の 要 旨

本論文はレシチンの有効利用に関するものである･

大豆レシチンは未利用資源の一つであり･その有効活

用は高付加価値化することが必要である･そのための方

法として hospholipase D(PLD)によるホスファチジル

基転移反応が有力である･本研究は･リン脂質のホスファ

チジル基転移活性を有する
PLD を探索し･それを用いた

新規な機能を持つリン脂質誘導体の合成を試みたもので

pLD によるリ ン脂質の酵素変換は･先ず各地の土壌か

ら微生物を分離した･これらの中から
PLD の加水分解

個性とホスファチジル基転移活性の高い
2 菌株を選択

した.こ れ ら 2 種

S t rep tom y C e S

の 菌 はStr ep ton y C e S 1ydicus およ び

antibioticus である と同定した･2 種の

放線菌培養液から PLD の精製を行い･それぞれの酵素の

諸性質を検討した･次に精製された酵素について･ホス

ファチジル基転移反応に関するいくつかの性質を検討し

た.ethyleneglycolおよび糖頬のホスファチジル化物は

高い両親媒性を持ち乳化特性を持つことが予測され･こ

の性質についてリ ン脂質と比較した･

合成品 phophatidylethyleneglycol･phosphatidyl-
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diethyleneglyol,phosphatidyltriethyleneglycol.

phosphatidylglucose.phosphatidylethanolamine,

phosphatidylglycerol お よ び phosphatidylserine の

エ マ ル ジ ョ ン の 乳化型 は,phosphatidylserine l.0%

度の と き W/0 型であ っ たが.他はすべて 0/W 型であ っ

た.静置法 に よ る エ マ ル ジ ョ ン の安定性 は ethanol-

amine を 除 く 他の も の は天然物 と 分離率.分離速度 と も

に/ト さ く 安定で あ っ た.遠心分離法 に よ る エ マ ル ジ ョ ン

の安定性 は.serine を除 き 他の も の は油層分離率 が低

く.安定で あ っ た.

生理活性を も つ化合物の ホ ス

atidylt ed kojic acidは

生体膜 に親和性を も つ こ

物レしイレノジチアフ phosph-

て

せ
い

さ於潤に膨験を
試

膜南ア抗リド
れ

ン

さ

コ示ト
が

ヽ
､
ヽ

と

Escherichia coli に 対 し て 強 い抗菌性 を たし示

油脂の酸化に対 し て抗酸化性を示 し た.

以上の よ う に,PLD に よ り 新規な機能を も つリ ン脂質

誘導体の合成が可能に な り.大豆 レ シ チ ン の有効利用 の

一つ が明 ら か に さ れ た も の と 考 え る.
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